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豊かな人間性を育む教育課程の推進
～ネット社会を見据えた教育課程編成のための校長の関わり～

丸　山　一　裕（山形市立第八小学校）

１　はじめに
　未来社会 Ｓｏｃｉｅｔｙ ５．０ を提唱する我が国におい
ては、学校教育にもＩＣＴを活用した授業の推進
と、ネット端末を正しく安全に利用できる児童の
育成が望まれている。
　本研究は、学校での「学び」が児童の健全な育
成に繋がっていく、そのようなネット社会を見据
えた教育課程編成と授業のあり方を明らかにしよ
うとするものである。ネット社会に対応して生き
ていくことは、人と人との繋がりを広め、さらに
豊かな人間性を育むものと考える。

２　研究の概要
　⑴　研究のねらい
　　�　ネット社会にも対応できる力を育む教育課
程編成に向け、ＩＣＴを活用した実践を通し
て校長の関わり方を明らかにする。

　⑵　研究の経過
　　①　第一次（Ｒ２年度）
　　　◦�山形市内小学校のＩＣＴ活用状況等、及

び、家庭のインターネット環境調査
　　　◦�実践交流と課題の集約
　　②　第二次（Ｒ３年度）
　　　◦�山形市内小学校のタブレット活用状況等、

及び、ネットモラル調査
　　　◦�実践交流と課題の整理
　　③　第三次（Ｒ４年度）
　　　◦�研究のまとめと成果の共有

３　研究の内容
　⑴�　山形市内小学校児童の家庭におけるイン
ターネット使用状況調査

　　①　インターネット環境調査の分析
　　②　児童のインターネット使用状況分析
　　③　分析の結果
　⑵�　ＩＣＴ　を効果的に取り入れた授業実践
　　①�　「児童一人１台のタブレット環境」を生

かした山形市内小学校の取り組み
　　②�　（タブレット以外の）ＩＣＴを活用した

授業の充実に向けた取り組み

　　③�　ネットモラルや、危険性について学ぶ授
業

　　④　�実践の結果
　⑶�　ネット社会に適応できる力を育む教育課程
編成をめざして（課題解消へ向けて）

　　①�　「児童一人１台のタブレット環境」に関
わるアンケート結果（教員・児童）

　　②　令和４年度教育課程の実際

４　成果（○）と課題（●）
　○�家庭での児童のインターネット使用状況と
「一人１台のタブレット」活用における児童
および教員の困り感を把握し、授業の改善と
ICT機器の活用推進に役立てることができ
た。 

　○�教科横断的、そして、ICTを効果的に活用
した授業実践を通じて、人と人、地域とのつ
ながりが育まれていることを確認できた。

　○�学校教育目標の実現に向けた教育課程の編成
に、「人とのつながり」と「ICTの活用」をキー
ワードにしながら、校長はどう関わっていく
のかを改めて考えることができた。

　●�日々、発展している ICT環境に適応するた
め、情報教育の各分野の計画を意識的に見直
していく必要がある。（環境整備の面も含む）

　●�教員の指導力向上に継続して取組む必要があ
る。（研修時間確保、外部講師招聘等）

　●�担任の得意・不得意に拘わらず、必ず（学年
等で）学習する内容の確認が必要である。

５　提　　言
　⑴�　ＩＣＴ活用の面でも「人と繋がる喜び」を
基本にした計画的・系統的な教育課程の編成
が重要

　⑵�　個々の教員の自主的・自律的判断を促す助
言が大切

－ 11 －

分　科　会


